
担当者名

1 開講時期 後期

演習 履修方法 必修

A0032 該当ＤＰ DP1,DP4

授
業
概
要

到
達
目
標

回

1 90分

2 90分

3 90分

4 90分

5 90分

6 90分

7 90分

8 90分

9 90分

10 90分

11 90分

12 90分

13 90分

14 90分

15 90分

割合

15%

50%

10%

15%

10%

メールアドレス

科目名 英語Ⅱ 鹿野昌子(ｶﾉﾏｻｺ)

開講年次 クラス Ｃ

授業形態 単位数 1

ナンバリング 実務経験

              現在分詞、過去分詞ー形容詞的用法 復讐・予習

基本的な文法を復讐する。
文法に併せて４技能を強化する。
短いセンテンスを暗記し、会話として運用する練習をする。
ネイティブスピーカーの会話の簡潔さを学びコミュニケーション能力をアップする。
文法項目だけでなく、語彙や慣用表現を増やし、解釈や表現力を強化する。

基本的な文法知識を身につける。
４技能の運用強化により、スムーズなコミュニケーションが取れるようにする。
短いセンテンスを身につけて、場面に応じた英語表現ができるようにする。

授
業
計
画

授業内容 授業外学習（内容と時間）

Unit 7    Personality 復讐・予習

               比較級、最上級 復讐・予習

Unit 8    Tell me about your family. 復讐・予習

               存在、単数・複数、可算・不可算名詞、 復讐復讐・予習・予習

Unit 9    Feelongs 復讐・予習

Review  Units 7-9 、　　中間試験 予習

Unit 10    Communication 復讐・予習

                Nonverbal Communication、　Whー疑問文進行形 復讐・予習

Unit 11    Mwemories 復讐・予習

                　過去形、句動詞 復讐・予習

Unit 12     Into the future 復讐・予習

                 未来系、助動詞 will・ be going to 復讐・予習

Review  Units 10-12 復讐

総復習　　　Review  Units 7-12 試験勉強

受講状況ー出欠、携帯電話使用 欠席、遅刻、早退、携帯電話使用、居眠り等ー減点

教科書 Speaking of People (Intro)

参考書 辞書、電子辞書

成
績
評
価

方法 備考

中間試験 簡単な会話、記述式テストー採点、返却

期末試験 記述式テストー採点、返却なし

確認プリント、宿題、提出物 etc. 学習進捗状況に応じて実施ーチェック後返却

受講態度ー積極性（発話 etc.） 授業に対する取り組み姿勢、発話の多さ。

履修上
の注意

受講時、教科書・ノート・辞書は必携。（教科書忘れー減点対象）
宿題etc.の提出物は期限厳守。期限後の提出不可。
遅刻３回は欠席１回とカウント。３０分以上の遅刻は欠席とする。
授業中３０分以上の居眠りは欠席とする。
授業中、携帯電話使用で２回以上注意を受けた場合は欠席とする。
授業中の退室は必ず許可を得る。

オフィスアワー


